
添付資料

安威川ダム周辺整備事業について

安威川ダム位置図

目次



添付資料

安威川ダム周辺整備事業について

安威川ダム位置図



安威川ダム周辺整備事業について 
■事業範囲は下記５ゾーンを基本とする。                                                                                                                                                                     
                                                                
                                                                

 
 
  
■ダム事業区域内（     で囲まれた範囲 ＥＬ１３６．０m）について 
 ①湖面（常時満水位 約４０ｈａ、管理上、使用できない範囲   約１０ｈａ、活用範囲 約３０ｈａ ） 
 ②   は、ダム完成後、常時冠水しない平坦地であり、利活用が可能である。但し、降雨時は降雨確率によって、冠水する可能性。 
■事業区域外 
    は、事業区域外であるため建物など様々な提案が可能。市が用地を取得する予定であり、周辺整備の核となる拠点を構築するエリア。 
 

  

茨木市都市整備部北部整備推進課 

渓谷自然探勝ゾーン 

渓流ふれあい体験ゾーン 

湖岸レクリエーションゾーン 

里山自然保全ゾーン 

地域振興拠点ゾーン 

大岩線 
（平成31年秋頃 
供用予定） 

至：茨木・千提寺ＩＣ 

阿武山つつじの森 
至：阿武山古墳 

施設の管理上 
利活用できない 
範囲 

 網場 

新名神 
（H２９.１２.１０ 

部分開通） 

渓流ふれあい体験ゾーン 

湖岸レクリエーションゾーン 

里山自然保全ゾーン 

地域振興拠点ゾーン 

渓谷自然探勝ゾーン 

凡 例 

 
        事業区域内（ＥＬ１３６m） 

  
        平坦地（ダム事業区域内） 

 
        湖面 

 
        管理用通路（活用可能） 

               
        管理施設       活用できない範囲 

 
        事業区域外（市街化調整区域） 

3,580㎡ 

３ｈａ 

２ｈａ 

１．２ｈａ 

1,635㎡ 

950㎡ 

12,000㎡ 
4,000㎡ 

2,800㎡ 

3,064㎡ 

5,150㎡ 2,700㎡ 980㎡ 

330㎡ 

■事業スケジュール 
 

  
官民連携可能性調査 

公募条件検討に向け
た対話型ヒアリング 

H28 H29 

事業者公募 

H30 

施設整備へ 

 
・地域振興拠点ゾーンである事業区域外の用地取得（本市が 
 本対話を踏まえて決定する範囲に限る）と基盤造成を含め 
 たインフラ整備 
 
・提案に応じた行政の財源投資が可能な範囲 
 ⇒本市の投資範囲は対話型ヒアリングによって定めたいと 
 考えていますが、スポーツ・レクリエーションに関連した、 
 公共性・公益性を担保できることが本市の投資の前提とし 
 ます。民間事業者が排他独占的に利用する施設等を本市の  
 財政投資で整備することは原則できませんが、提案を踏ま  
 えて可能な範囲で官民の役割分担について検討します。 
  特に、民間事業者が独自で実施する収益施設についての  
 提案を期待しております。そのための役割分担についても 
 検討致します。 
 

本市の財政負担の考え方 

ダム湖畔展望広場 

権内せせらぎ公園 
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【安威川ダム位置図】 

 

 

 

茨木千提寺 IC 

茨木千提寺 PA 

JR総持寺駅 

平成 30年春開業予定 

平成 29年 12月 10日部分供用 


